
 
 
 

 

   

  

  

 

 

 

 
 

 
 

 

第 3115回例会報告書 
2022（令和4）年6月2日（木） 

―やまとまほろばRC・橿原RC合同夜間例会― 

ホストクラブ：やまとまほろばRC 

於：THE KASHIHARA 

 

司会        SAA・福岡成佳会員 

（やまとまほろばRC） 

副SAA・安永吉伸会員（橿原RC） 

Ｒ.song        君が代・奉仕の理想 

ソング･リーダー   河村喜太郎会員 

（やまとまほろばRC） 

 

 

卓話講師：浄土真宗本願寺派龍王山光明寺住職・ 

シンガーソングライター 三浦明利氏 

 

 

 

 

 

 

 

◎本日の合同例会、よろしくお願い致します。 

･･････やまとまほろばRC会長 池側義嗣様 

◎先般の一泊例会は大変楽しく、良い計画をして頂き、

親睦活動委員長をはじめ、委員会の皆様のきめ細か

い計画とご配慮に有難く感謝致します。 

････････････井上輝好会員 

◎先日の一泊例会では、親睦活動委員会の皆様に大変

お世話になりました。 ････････････辻田真海会員 

◎三浦明利さんのファンになりました。 

････････････尾田肇睦会員 

◎誕生日お祝い 

関 將之会員（1/17）  関 俊昭会員（2/14） 

長谷川博章会員（6/26） 

◎結婚記念日お祝い 

密門裕範会員（6/25） 吉川弘晃会員（6/29） 

 

 

 

 

 

 

 

◎入会お祝い 

関 俊昭会員（11年） 関 將之会員（1年） 

 

 

 

＜やまとまほろばRC会長 池側義嗣氏＞ 

皆さん、こんばんは。本日 

は、橿原RC様と、やまとま 

ほろばRCの合同夜間例会で 

す。昨年及び一昨年の合同例 

会は、コロナウイルスの感染 

拡大の為、止む無く中止とな 

りました。３年ぶりの合同例 

会となります。本来ならばこ 

の例会も３月に開催予定で準 

備を進めておりましたが、そ 

の頃もコロナウイルスの感染が蔓延しており本日まで

延期させて頂きました。遅くなりまして申し訳ござい

ません。現在もコロナ感染が終息した訳ではございま

せん、皆様には感染対策に注意して頂きたいと思いま

す。そのような中、橿原RCの皆様、やまとまほろば

RC の皆様、多数ご出席頂きましてありがとうござい

ます。 

私たち、やまとまほろばRCは橿原RC、奈良RCさ

んをスポンサークラブとして８年前に設立致しました。

以来、橿原RC様には大変お世話になっております。

おかげさまで事業の方も十分とはいえませんが、着実

に実施しており、改めて感謝申し上げます。今後とも、

ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。 

さて今、世界の経済はコロナ感染症により危機的な

状況に追い込まれました。また、ロシアのウクライナ

侵攻で物価は高騰、そのしわ寄せは我々にも及んでお

り、より深刻な状況になっています。１日も早くコロ

ナもロシア問題も解決してほしいと思います。 

さて今回は、私共がホストクラブを務めさせて頂き

ます。何かと至らないところ、多々あるかと思います

が、そこはロータリーの友情で寛容にお願いします。

ＫＡＳＨ ＩＨＡＲＡ 
ＲＯＴＡＲＹ ＣＬＵＢ ＷＥＥＫＬＹ 
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事務局（例会場） 
橿原市久米町 652-2 THE KASHIHARA 4F 

TEL/0744-28-2801（直通） 
FAX/0744-28-2802 
E-mail/krc@jeans.ocn.ne.jp 

TEL/0744-28-6636(ホテル) 

例会日 
金 曜 日 
12 時 30 分～13時 30 分 
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ゲ ス ト 

６月は、「ロータリー親睦活動月間」（Rotary Fellowships Month）です。 



そして、本日の卓話として龍王山光明寺、住職でシン

ガーソングライターの三浦明利様にお願いを致しまし

て、法話と演奏をミックスさせた演奏とトークをお楽

しみ頂けたらと思います。 

今回、３年ぶりの合同夜間例会です。クラブ相互の

親睦を深めあう良い機会だと思います。どうかよろし

くお願いします。 

 

 

＜橿原RC副会長 辻田真海会員＞ 

皆様こんばんは。橿原RC 

副会長 辻田真海と申します。 

よろしくお願い致します。 

本日は3年ぶりの合同例会 

で、森川会長も大層楽しみに 

されておられましたが、どう 

しても都合がつかず欠席とい 

うことで、やまとまほろば 

RCの皆様にはくれぐれもよ 

ろしく伝えるようにと申し付 

かっております。 

3 年ぶりということで、これからは「with コロナ」

の方針が成り立っていくことで、いろいろなことがず

いぶん変わってくると思います。近隣クラブと親睦を

深め、協力をし、新しい「奉仕の形」を作っていかな

ければならないと思います。その意味でも、本日はや

まとまほろばRCの皆様と親睦を深め、それぞれの相

互理解を深めていきたいと思います。 

また、本日は三浦明利先生のご講話とお歌を聴かせ

て頂けるということで、楽しい例会を企画して頂いた

やまとまほろばRCの皆様に感謝申し上げます。本日

はどうぞよろしくお願い致します。ありがとうござい

ました。 

 

 

 

△次週 6 月 10 日（金）は年間予定による休会。次回

の例会は 6 月 17 日（金）郡山安積RCとの交流夜

間例会となる。時間は 18 時開会、場所は橿原神宮 

養正殿となるので、お間違えのないようよろしくお

願いしたい。 

△先日、各委員長の皆様に郵送及びメールにてお送り

させて頂いた、今年度活動報告原稿について、6 月

17日（金）が提出期限となっている。6月24日（金）

のフォーラム発表時に、担当の常任委員長にまとめ

て発表して頂くので、期日までにご提出頂くようよ

ろしくお願いしたい。 

△「ロータリー希望の風奨学金」への寄付について、

地区よりお礼状 ※詳細は掲示板にて。 

△本日例会後、「いしばし」にて和飲会を開催する。や

まとまほろばRCの皆様もご参加頂ければと思う。 

△当クラブ森川会長の勤務先である大和信用金庫様よ

り奈良クラブ（サッカー）の招待チケットのご案内

を頂いた。試合日程は 6 月 13 日（月）17 時開場、

18時30分試合開始、場所は奈良県立橿原公苑陸上

競技場で、ホンダロックFCとの試合。橿原RCだ

けでなくやまとまほろばRCの皆様の中でもチケッ

トをご希望の方は、私 河村までお声がけ頂きたい。 

△例会変更ほか（詳細は掲示板にて。） 

・平城京RC 

 6月30日（木）休会 ※ビジター受付なし。 

・やまと西和RC 

①6月 28日（火）変更→12:45～於：信貴山料亭旅

館みよし 

②7月5日（火）変更→12:45～於：信貴山成福院 

 ③7月12日（火）・26日（火）例会開催方法変更→

13:00～於：やわらぎ会館３F 研修室、ZOOM と

リアル例会のハイブリッド方式 

④7月 19日（火）休会 

※いずれもビジター受付なし。 

・奈良東RC：例会場・例会時間変更（7月6日より） 

例会場：JWマリオットホテル奈良 

〒630-8013 奈良市三条大路1-1-1 

     TEL 0742-36-6000 

 例会時間：18:30～19:30  

・桜井RC：例会開催曜日変更（7月より変更） 

 毎週火曜日12:30～13:30に変更 

（不定期で夜間例会も開催） 

※ただし7月5日(火)→7月8日(金)17:00～に変更。 
 

 

 

ホスト：やまとまほろばRC 

講師：浄土真宗本願寺派龍王山光明寺住職・ 

シンガーソングライター 三浦明利氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「慶びを歌にのせて」 
 

やまとまほろばRC並びに橿原RCの皆様におかれ

ましては、日頃より社会貢献活動にご尽力くださり誠

に有難うございます。 

ロータリークラブの活動で、「ご縁」が広がり、お一

人お一人のお力が合わさって、大きな力となり、さら

なる社会貢献活動が推進されますことを念じておりま

す。今日は、そんな皆さまと共に過ごさせていただく

「ご縁」を賜りましたことをうれしく光栄に存じてお

ります。 

さて、この「縁」というものも仏教の言葉です。人

生において、人や物や事、趣味や仕事や家庭など、様々

な出会いがあります。しかし、私たちは日頃、自分に

卓 話 

幹 事 報 告 
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とって都合の良いことだけを縁起がいいと言い、悪い

縁を遠ざけようとしております。しかし、実際は「縁」

というものは自分にとって都合の良いことも、自分に

とって都合の悪いこともひっくるめて「縁」と呼びま

す。その「縁」の一つ一つが今の私を形作ってくれて

いるのです。例えば、「出会い」も縁ならば、「別れ」

も縁と呼びます。しかし私たちには、いい縁か、悪い

縁かは本当には、わからないものなのです。 

私事ですが、25才の時に、突然、住職にならせてい

ただくというような縁がありました。当時は、まだ大

学院も通いつつ、バンド活動で音楽事務所にも入って

おりましたので、最初はとても自分にとっていいご縁

とは思えませんでした。何もかもをあきらめてお寺に

帰らなければならないということは、私にとっては大

変な逆境のように思えたのです。 

ところが、実際にお寺の生活が始まると、お月参り

では茶話会気分でご門徒さまとお話をし、経験豊かな

人生の先輩方からたくさんの事を教えていただく楽し

い毎日。しかも、音楽からも離れたつもりが、なんと、

声明や雅楽など、仏教には音楽が満ち溢れていたので

す。ご門徒さまのあたたかいお育ての中で、ご門徒さ

まや地域の皆さまと共にお寺をお守りさせていただく

ようになり、まさに、私にとって逆境かと思われたご

縁があったからこそ、今の私があるのです。この逆境

と思われた縁にこそ「ありがとう」と今、申し上げた

いのであります。 

皆さまの中にも、もしかすると、逆境の中におられ

る方がいらっしゃるかもしれません。そんなお方は、

もしかするとまだまだ、時間はかかるかもしれません

が「あの出来事がなければ、今の私はなかった」と、

自分にとって都合の悪い「縁」にも「ありがとう」と

言える日が来るのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開会点鐘：やまとまほろばRC 池側義嗣会長、 

橿原RC 米田常彦副会長兼パスト会長】 
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